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造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/

第三角法

た

第三角法は、製図で用いられる正投影図法の一つで、通
常は、正面・平面・側面の三面図で構成されます。正投
影図法とは、立体を平面上に表す方法の一つで、物の形
状を正確に表すことができる長所があります。この三面
図の配置の仕方によって第三角法は、第一角法と区別さ
れます。
第三角法を用いて三面図を作成する際は、まず物体の最
も代表的な面を、正面図として描きこみます。平面図
は正面図の真上に配置し、側面図は、基本的には右側
面図を正面図の右側に配置します。（左側面図であれば
左側に配置します。）図の配置場所は決まっており、特
に、平面図が正面図の上に配置される点は注意が必要
です。配置場所を誤ると、第一角法との取り違えや、正
しく情報を伝えられない場合があります。（第一角法で
は、平面図は正面図の下に置かれ、「右」側面図が「左」
側に置かれます。）第一角法は主にヨーロッパで用いら
れ、第三角法は主にアメリカで用いられます。日本では、
JIS（日本工業規格）の規定により、プロダクト制作の
ための図面は、一般的に第三角法で表すことになってい
ます。
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正面図 Aを中心にして、
箱を開くように各投影面を
平面にしていきます。

Ａ. 正面図
Ｂ. 平面図
Ｃ. 右側面図
Ｄ. 左側面図
Ｅ. 背面図
Ｆ. 下面図

第三角法の考え方
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正面図

平面図

側面図

第三角法による投影

（工業用図面は通常、正面図・

平面図・右もしくは左側面図の

 三面によって表されます。）


